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あなたの笑顔に出会える場所
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お部屋に直接お伺いする治療院はご存知ですか？
《病院や治療院に通うのが困難な方 》のための治療院です。

お身体にお悩みのある方は、お気軽にご相談ください。
※お医者様の同意書があれば「健康保険証」が使えます。

機能訓練・はり・きゅう・マッサージ訪問

●『体験治療』を受けて頂きながら、
　ご要望やご相談をお聞きしてい
　ます。まずは、 お電話にてお問
　い合わせください。

☎0246-51-8090
[営業] ９時～18時（日・祝 定休）
いわき市内郷綴町金谷9-1-101

※鍼灸師・マッサージ師募集中!!

機能訓練・はり・きゅう・マッサージ訪問 ☎0246-51-8090
[営業] ９時～18時（日・祝 定休）
いわき市内郷綴町金谷9-1-101

しびれや痛み、
　　あきらめていませんか？
お部屋に直接お伺いする治療院はご存知ですか？

《病院や治療院に通うのが困難な方》のための治療院です。
お身体にお悩みのある方、まずは、お電話でご相談ください。

●『体験治療』を受けて頂きながら、ご要望や
　ご相談をお聞きしています。

まずは、お電話にてお問い合わせください。

※お医者様の同意書があれば
　「健康保険証」が使えます。

※鍼灸師・マッサージ師募集中!!

いわき・相双地方
63,000部発行

読者とつくる情報紙こ 　　 　　こ2023

８月８月
葉月

無 料無 料 個処から第199号第199号

毎月第４月曜日発行
◆ギャラリー情報　     （２面）
◆世界の一杯　　　    （３面）
◆夏の飲食店特集 （４、５面）
◆絵手紙スケッチ   （６面）
◆墨と水の世界　　　 （６面）
◆日本の神仏占い　　 （７面）
◆お母さんの似顔絵展 （８面）

今月の紙面

“日常”   Artist: 金澤裕子

8/5（土）13:00 ～ 15:00  吹風殿にて、勿来にゆかりのある風船爆弾や戦争について学び、和紙でランプシェードを作る
ワークショップを開催。年齢不問。参加費 500 円。定員 20 名。要申込み：0246-65-6166（勿来関文学歴史館）
8/5（土）13:00 ～ 15:00  吹風殿にて、勿来にゆかりのある風船爆弾や戦争について学び、和紙でランプシェードを作る
ワークショップを開催。年齢不問。参加費 500 円。定員 20 名。要申込み：0246-65-6166（勿来関文学歴史館）

◆ いわき市勿来町出身／湯本高校卒業 ／筑波大学 芸術専門学群 総合造形専攻卒業◆ いわき市勿来町出身／湯本高校卒業 ／筑波大学 芸術専門学群 総合造形専攻卒業

ゆうことけすんのおでかけトーク：５面を check!

yuco_sol
Yupinart参加者

募集中！

株式会社アイウェイイナバ
ダスキンたいら支店

TEL26-9001
FAX26-9007

ᶃࣨ内߅・ە߅΢イϧεࡎίʔςΟϯά

家庭内・事業所内の除菌、抗菌、消毒サービス
施工箇所

サービスメニュー

চ、น、ςʔブϧ、ص、Ҝࢠ、ドΞϊブ、
1$ΩʔϘʔド、εイονύωϧ、ి ࿩ػ、ਫખ、ࣗ ं、ػൢ 内ͳͲ
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ご相談
お見積
無料!

注 目 の ブ ラ ン ド

…

着 方 教 室
たかはしきもの工房の肌着は、上質な素材・
機能・国内縫製・サイズの豊富さが特徴です。
天然繊維にこだわり、吸汗性や速乾性に着目
した素材選び、形や使い勝手でも考慮されて
います。また、あらゆる体型やお悩みに対応
する補整グッズを開発しています。

…今月はいわき店・原町本店同じ内容で開催！…
●草履のお誂え会●

年２回のお楽しみ！浅草の草履職人来店、その場で
台と花緒を選んで自分好みの草履をお誂え！
●みのる小紋ー純日本産の紬や帯●

いわき民報社 販売部
TEL0246（38）7171  FAX0246（38）7159
http://www.iwaki-minpo.co.jp  E-mail:adv@iwaki-minpo.co.jp

いわき民報ご購読についての
お問い合わせ、お申し込みは

いわき市内の情報が満載!! を購読しませんか?
●タブロイド判
●日曜日・休刊日以外毎日発行
●購読料：月額2,150円（税込）

1週間無料で、試読紙を配達します

「秋の喰酒祭」開催決定

いわき市・平中央公園
（いわき芸術文化交流館「アリオス」隣り）
詳しくは      @iwakishokushu まで。

乞うご
期待！

今年もあの飲食イベントがやってくる

１０月１３日（金）～１５日（日）
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【募　集】編集室では、川柳を募集しています。お題は「雲」「湧く」。お気軽に編集室まで（本紙７面参照）。※氏名（またはペンネーム）、住所、年齢も添えてください。8月10日（必着）。

お

題

「
天
」「
し
の
ぶ
」

天
を
突
く
種
の
生
長
悩
ま
さ
れ

「
竹
の
伸
び
る
の
が
早
く
て
困
り
ま
す
」

涼
を
み
る
風
鈴
と
並
ぶ
つ
り
し
の
ぶ

「
目
の
涼
し
さ
を
増
し
て
く
れ
そ
う
で
す
」

（
日
和
田
剛
・
87
歳
・
郷
ケ
丘
）

晴
れ
た
日
に
洗
濯
物
は
天
高
く

「
洗
濯
機
も
フ
ル
回
転
心
も
晴
れ
や
か
」

押
し
入
れ
の
丹
前
触
り
母
偲
ぶ

「
母
が
作
っ
た
丹
前
宝
物
で
す
」
　
　
　（木
田
ト
キ
・
84
歳
・
平
）

夏
ら
し
く
衣
の
薄
い
天
ぷ
ら
に

虫
さ
さ
れ
背
中
で
か
け
ず
耐
え
し
の
ぶ

（
新
妻
吉
人
・
66
歳
・
川
前
）

繁
栄
の
息
吹
い
わ
き
の
天
と
地
に

拉
致
さ
れ
た
娘
を
し
の
ぶ
父
母
が
い
る

（
高
野
尚
之
・
78
歳
・
明
治
団
地
）

天
空
は
ど
こ
に
境
目
ミ
ラ
ク
ル
だ

亡
く
な
っ
た
母
を
し
の
べ
ば
な
つ
か
し
く

（
高
木
一
・
86
歳
・
小
名
浜
）

天
の
川
子
供
と
書
い
た
願
い
事

「
主
人
が
毎
年
笹
を
切
っ
て
飾
れ
る
様
に
」

枯
れ
す
す
き
令
和
の
世
相
耐
え
し
の
ぶ

（
前
向
き
・
62
歳
・
四
倉
）

我
が
命
天
に
お
ま
か
せ
日
々
生
き
る

友
亡
く
し
過
去
の
笑
顔
を
偲
ぶ
日
も

「
今
年
は
さ
び
し
い
新
盆
」
　
　
　
　（木
田
チ
ヨ
・
87
歳
・
常
磐
）

天
空
の
闇
も
今
で
は
ゴ
ミ
の
山

老
い
た
今
年
令
だ
け
で
耐
え
忍
ぶ

（
ヤ
ス
さ
ん
・
73
歳
・
四
倉
）

よ
く
当
た
る
天
気
予
報
で
動
く
日
々

折
に
触
れ
亡
き
友
し
の
ぶ
時
多
し

（
秀
子
・
82
歳
・
平
）

天
下
人
糖
尿
病
に
な
り
や
す
い

愛
情
を
い
っ
ぱ
い
呉
れ
た
母
偲
ぶ

（
野
口
一
生
・
62
歳
・
四
倉
）

天
高
く
グ
ル
グ
ル
め
ぐ
り
ト
ン
ビ
舞
う

（
門
馬
ア
サ
子
・
72
歳
・
平
）

部
活
終
え
満
天
星
に
い
や
さ
れ
る

「
夜
空
一
面
の
星
を
見
る
と
学
生
の
頃
を
思
い
出
す
」

し
の
び
足「
マ
マ
お
や
す
み
ね
」そ
っ
と
消
ゆ

（
す
ず
や
・
82
歳
・
内
郷
）

３
時
で
す
天
使
と
悪
魔
が
せ
め
ぎ
あ
う

「
な
か
な
か
の
確
率
で
悪
魔
の
勝
ち
で
す
」

鮎
釣
り
の
解
禁
知
ら
せ
父
し
の
ぶ

「
亡
父
は
鮎
釣
り
が
大
好
き
で
し
た
」

（
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
61
歳
・
常
磐
）

天
の
川
令
和
も
ロ
マ
ン
続
い
て
る

亡
き
友
の
お
も
か
げ
し
の
ぶ
ク
ラ
ス
会

（
根
本
洋
子
・
81
歳
・
相
馬
市
）

年
老
い
て
天
国
行
き
の
き
っ
ぷ
買
う

年
金
で
じ
っ
と
し
の
ぶ
か
物
価
高

（
小
澤
ア
イ
子
・
87
歳
・
南
相
馬
市
）

天
使
の
輪
時
と
場
合
に
付
け
外
し

忍
ぶ
恋
バ
レ
バ
レ
で
す
よ
見
な
い
ふ
り

（
柴
田
秀
美
・
78
歳
・
南
相
馬
市
）

天
に
旗
戦
国
絵
巻
汗
が
飛
ぶ

忍
ぶ
川
映
画
に
魅
了
小
巻
フ
ァ
ン

（
平
間
勝
成
・
71
歳
・
南
相
馬
市
）

天
か
ら
の
命
大
事
に
生
き
て
行
く

「
何
歳
に
な
っ
て
も
命
は
大
事
で
す
」

亡
き
母
を
し
の
ん
で
今
朝
も
香
を
焚
く

「
い
つ
ま
で
も
い
つ
ま
で
も
母
は
心
の
中
で
生
き
て
い
る
」

（
賀
沢
金
一
・
88
歳
・
四
倉
）

天
の
原
願
う
短
冊
平
和
な
日

鳴
き
砂
に
遊
べ
し
童
偲
ぶ
過
去

（
布
施
敏
家
・
73
歳
・
泉
）

召
さ
れ
て
も
天
よ
り
見
守
る
夫
や
さ
し

君
し
の
ぶ
庭
の
剪
定
ま
ま
な
ら
ず

（
佐
藤
長
子
・
81
歳
・
相
馬
市
）

天
か
ら
の
授
か
り
も
の
や
可
愛
い
孫

「
お
喋
り
も
悪
戯
だ
っ
て
み
な
許
せ
・
元
気
で
育
て
！
」

お
互
い
の
往
時
を
し
の
ぶ
今
二
人

「
二
人
が
五
人
に
、そ
し
て
ま
た
二
人
に
」

（
内
海
将
行
・
81
歳
・
小
名
浜
）

お
天
気
の
崩
れ
る
予
報
カ
ワ
ズ
鳴
く

「
庭
の
蛙
が
大
声
で
教
え
て
く
れ
ま
す
」

最
愛
の
妻
に
内
緒
の
忍
ぶ
恋

「
私
じ
ゃ
な
く
て
新
聞
を
賑
わ
す
芸
能
人
」（
小
林
康
浩
・
82
歳
・
平
）

天
に
唾
な
ら
ぬ
排
気
で
温
暖
化

若
き
日
の
母
が
作
り
し
玉
し
の
ぶ

（
猪
狩
泰
英
・
85
歳
・
内
郷
）

楽
し
み
に
天
気
予
報
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
今
日
は
何
を
教
え
て
く
れ
る
の
か
な
」

古
希
過
ぎ
て
若
く
し
て
逝
っ
た
母
し
の
ぶ

「
お
陰
様
で
元
気
に
母
の
年
を
超
え
た
」
（
こ
ゆ
き
・
73
歳
・
平
）

天
の
川
探
し
て
み
た
い
宝
石
を

「
ど
こ
に
あ
る
の
か
な
」

ご
先
祖
を
し
の
ぶ
供
養
の
花
供
え

「
お
盆
も
近
く
な
り
そ
ろ
そ
ろ
準
備…

」
（
あ
や
こ
・
84
歳
・
郷
ケ
丘
）

”

”

陶芸村うえのはら いわき市好間町上好間字上野原86

益子焼、笠間焼を中心に全国各地の陶芸産地の逸品を展示販売。
季節ごとのキルト作品の展示も。火、水曜定休。10:00 ～ 16:00

常設展示・販売
入場無料
0246-36-80017/24→

　ほのぼのとしたカラフルな絵と心温まるストーリーを生み出す絵本作家・宮西
達也さんのベストセラー「ティラノサウルス」シリーズの絵本原画をはじめ、スケッ
チ、ラフ原稿、作品のジオラマなどを展示。9:00 ～ 17:00。月曜休館。

観覧料一般440円
0246-83-0005　　　　　→9/24

草野心平生誕120周年・文学館開館25周年記念企画展
「宮西達也Newワンダーランド展」

草野心平記念文学館 いわき市小川町高萩下友道 1-39

山 名 菅 村
― 表 現 を 愉 し ん だ 人 格 者 ー

いわき市勿来関文学歴史館 いわき市勿来町関田長沢6-1

俳人・教育者・歴史家・神社宮司など多彩な顔を
持った菅村の日記や原稿、油絵、愛用品で 70 余
年の軌跡をたどる。9:00 ～ 17:00。第 3 水曜休館

一般330円
0246-65-6166           →8/27

草野心平生誕１２０周年パネル展

いわきアリオス 　いわき市平字三崎１－６

５月 12 日に生誕１２０周年を迎えた「蛙の詩人」として知られる草野
心平。５つの蛙の詩「河童と蛙」「五匹のかえる」「ひなた雨」「勝手なコーラ
ス」「春のうた」をパネル展示で紹介する。

観覧無料
0246-22-8111→7/30

東口ウォールギャラリー企画募集

いわきアリオス　いわき市平字三崎１-６

　　いわきアリオスで募っている。展示期間は
　　【上期】11/8 ～ 12/3【下期】2024.2/21 ～ 3/17
※休館日あり。展示方法…ワイヤーにて作品を吊す、
　または両面テープで貼り付け。制作費、運搬費など
　は応募者負担となる。詳細はアリオスまで。

申し込み無料
0246-22-8111→7/30

　古代エジプト美術館展

いわき市立美術館 いわき市平字堂根町 4-4

　「古代エジプト美術館 渋谷」のコレクションを初めて館外で大規模に
公開する巡回展の一環。ミイラやミイラマスク、木棺、神殿の柱、ツタン
カーメンの指輪といった世界的に貴重な遺物、当時の生活様式がわかる
容器や装身具など約 200 件を展示。9：30 ～ 17：00 月曜休館。14 日は開館。

　　　→8/20 観覧料一般 1２0０円
0246-25-1111 

いわき市文化センター 5 階 いわき市平字堂根町1-4 

　絵を描くことを楽しむ、そして絵を描く生活を愉しむことを大切にしてい
る絵画サークルの展覧会。10:00-17:00（最終日 15:00）

第 48 回
心 画 会 展

入場無料
0246-62-23277/25→30

いわき市平字堂根町1-4 

　明日への創造を目標として F30 号以下の小品を中心に、
会員の力作を展示する。10:00 ～ 16:30（最終日 15:30）。

新世紀福島支部
小品展

入場無料
0246-62-23279/5→10

いわき市文化センター５階大展示室 

小野美術 いわき市平字中町２２-２

　欅、栗、ヒノキ、スギ、ナラなどの原木で作られたぬくも
りのあるダイニングセット、座卓、テレビボードなどを一堂
に集め、展示即売する。10:00 ～ 18:00（最終日は 17:00） 

木肌のぬくもり 安らぎの空間

原 木 家 具 展
入場無料
0246-35-03837/27→8/8 入場無料

0246-35-03838/17→28

―癒しの彫刻―

山中良行木彫展

小野美術 いわき市平字中町２２-２

　温かみが漂う静かな笑顔、日々の暮らしに優しさや潤いを与えてくれる表情
豊かな彫刻の数々を展示。山中良行氏の彫刻開始 50 年を記念した展示会となる。 

赤津純子 万華鏡展

ギャラリーいわき いわき市泉ケ丘 2-12-1

万華鏡作家として活躍する赤津純子さんの個展。万華鏡の世界に魅了
され、創作の道に入った。精力的にオリジナル作品を発表し、国際万華鏡
協会ＢＫＳの会員にもなっている。11:00-19:00 水曜定休。

入場無料
0246-56-0264８/３→８/８

ギャラリー情報 ＆イベント案内

ৄ͍͠問͍߹Θͤはɺಉฤूࣨʹి࿩����ʢ��ʣ����ʹ·Ͱɻ

個処から編集室では、イベント情報（展示会、コンサートなど）の掲載希望者を募集しています。
新規は税込みで3000円となります。

ギャラリーいわき いわき市泉ケ丘 2-12-1

　ギャラリーいわきでは初の石彫作品展。渡辺さんは勿来町出身で
石を彫って多彩な作品を手がけている。11:00-19:00 水曜定休。

渡辺尋志 石彫展
入場無料
0246-56-0264７/27→７/31
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シ
ニ
ア
世
代
の
た
め
の
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役
立
つ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
講
座

　
　
役
立
つ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
講
座

今
回
は Threads 

（
ス

レ
ッ
ズ
）
に
つ
い
て
お
伝

え
し
ま
す
。

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
運
営
し

て
い
る Meta 

社
が
開
発

し
た
新
し
い
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

２
０
２
３
年
７
月
６
日
に

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

発
表
か
ら
２
日
間
で
登

録
者
が
７,

０
０
０
万
人

に
達
し
、
非
常
に
早
い
ス

ピ
ー
ド
で
増
え
て
い
ま

す
。
日
本
語
を
は
じ
め
約

30
の
言
語
で
使
え
ま
す
。

始
め
方
と
し
て
は
、
ア

ン
ド
ロ
イ
ド
の
方
は
、

「GooglePlay 
Store

」

で
、

ス

レ

ッ

ズ

を

検

索

し
、iPhone

方

は
、

「AppleStore

」
で
ス
レ

ッ
ズ
を
検
索
し
、
自
分
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
ス
レ

ッ
ズ
の
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス

ト
ー
ル
し
ま
す
。

ス
レ
ッ
ズ
を
使
う
に

は
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に

事
前
に
登
録
し
て
い
る
こ

と
が
必
須
で
す
。

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

に
ロ
グ
イ
ン
済
み

の
状
態
で
ス
レ
ッ

ズ
ア
プ
リ
を
起
動

す
る
と
、
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
の
ア
カ

ウ
ン
ト
が
表
示
さ

れ
ま
す
。
ス
レ
ッ

ズ
と
連
携
し
た
い

ア
カ
ウ
ン
ト
を
選
択
す
る

こ
と
で
、
ス
レ
ッ
ズ
が
使

用
可
能
に
な
り
ま
す
。

他
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
同
様
、
ス

レ
ッ
ズ
に
も
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
欄
が
あ
り
ま
す
。
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
の
プ
ロ
フ
ィ

ー
ル
を
そ
の
ま
ま
使
用
で

き
、
公
開
と
非
公
開
が
選

Θ͔ͣ̎೔でొ࿥����ສਓ௒
πΠολーʹ୅ΘΔʮεϨοζʯ

【
講

師
】
久
野

雅
己

べ
ま
す
。

ス
レ
ッ
ズ
を
削
除
す
る

場
合
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

を
削
除
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
そ
の
点
、
ご
注
意

下
さ
い
。
ツ
イ
ッ
タ
ー
に

代
わ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
し
て
、

ス
レ
ッ
ズ
が
注
目
さ
れ
、

話
題
に
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
現
時
点
で
の
ツ
イ
ッ

タ
ー
と
ス
レ
ッ
ズ
の
違
い

は
以
下
の
通
り
で
す
。

文
字
数
は
、
ス
レ
ッ
ズ

が
５
０
０
文
字
ま
で
、
ツ

イ
ッ
タ
ー
は
１
４
０
文
字

ま
で
。

写
真
の
枚
数
は
、
ス
レ

ッ
ズ
が
10
枚
ま
で
、
ツ
イ

ッ
タ
ー
は
４
枚
ま
で
。

動
画
は
、
ス
レ
ッ
ズ
が

５
分
ま
で
、
ツ
イ
ッ
タ
ー

は

２
分
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。

発
表
さ
れ
た
ば
か
り

の
ス
レ
ッ
ズ
で
は
今
後
、

様
々
な
機
能
が
追
加
さ
れ

る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

世界の一杯

夏
は
炭
酸
系
の
お
酒
が
飲
み
た
く
な

り
ま
す
が
、
た
ま
に
は
炭
酸
な
し
の
ゴ

ク
ゴ
ク
飲
め
る
カ
ク
テ
ル
は
い
か
が
で

す
か
？

今
回
は
、
夏
に
ぴ
っ
た
り
な

「
海
の
そ
よ
風
・
潮
風
」
を
意
味
す
る

シ
ー
ブ
リ
ー
ズ
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

シ
ー
ブ
リ
ー
ズ
は
、
ウ
ォ
ッ
カ
、
グ

レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
ジ
ュ
ー
ス
、
ク
ラ
ン

ベ
リ
ー
ジ
ュ
ー
ス
を
ミ
ッ
ク
ス
。
甘
酸

っ
ぱ
く
て
爽
や
か
な
テ
イ
ス
ト
で
す
。

ま
た
、
美
し
い
ピ
ン
ク
色
も
相
ま
っ

て
女
性
に
人
気
の
カ
ク
テ
ル
で
す
。

１
９
７
０
年
か
ら
80
年
前
後
に
ア
メ
リ

カ
西
海
岸
で
流
行
し
た
、
材
料
を
シ
ェ

イ
ク
し
て
氷
を
入
れ
た
ロ
ッ
ク
グ
ラ
ス

に
注
ぐ
、「
シ
ェ
イ
ク
・
ロ
ッ
ク
」
と

い
う
ス
タ
イ
ル
の
流
れ
の
中
か
ら
生
ま

れ
ま
し
た
。
な
の
で
、
ロ
ッ
ク
ス
タ

イ
ル
が
主
流
に
な
り
ま
す
が
、
お
店

に
よ
っ
て
は
コ
リ
ン
ズ
ス
タ
イ
ル(

写

真)

で
提
供
す
る
こ
と
も
。
ち
な
み
に
、

グ
レ
ー
プ
フ
ー
ル
ー
ツ
ジ
ュ
ー
ス
を
抜

炭酸が抜けることを気にせず、
ゆっくりと飲めるのも魅力。

－ 77－

海のそよ風を
　　　　感じて…

【プロフィル】 
緑川　明日香（み
どりかわ・あすか）
42歳。市内在住。
ＳＳＩ認定酒匠・
日本酒学講師。日
本ソムリエ協会認
定ソムリエ。

話題の新しい SNS
Threads（スレッズ）

ＳＮＳとは…ソーシャル・ネットワーキング・サービスの略。共通の
趣味や考えを持っている人同士の出会いの場であったり、友達や家族
と情報交換したり、気軽に交流を楽しむことができるサービスです。

く
と
ケ
ー
プ
コ
ッ
ダ
ー
。
ウ
ォ
ッ
カ
を

抜
い
た
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
は
ヴ
ァ
ー
ジ

ン
ブ
リ
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。

女
性
は
も
ち
ろ
ん
炭
酸
が
苦
手
な

方
、
ま
た
、
食
後
に
お
腹
が
い
っ
ぱ
い

で
炭
酸
を
さ
け
た
い
時
に
も
お
す
す
め

の
シ
ー
ブ
リ
ー
ズ
。
自
宅
で
も
手
軽
に

作
れ
ま
す
よ
。
シ
ェ
イ
ク
を
し
な
く
て

も
大
丈
夫
。
材
料
３
種
を
基
本
は
同
量

で
、
好
み
で
配
合
を
変
え
て
、
氷
一
杯

の
グ
ラ
ス
に
注
い
で
よ
く
混
ぜ
れ
ば
完

成
で
す
。
フ
ル
ー
テ
ィ
ー
で
飲
み
や
す

く
、
ハ
マ
っ
て
し
ま
う
こ
と
間
違
い
な

し
！

真
夏
の
暑
い
日
に
一
口
飲
め

ば
、
海
の
そ
よ
風
を
感
じ
る
…
か
も
♥

自
宅
で
手
軽
に
シ
ー
ブ
リ
ー
ズ

ひさの・まさみ　株式会社ソーシャルスピーカー代表取締役。
東京でシステムエンジニアとして勤務後、2011 年にいわき市に
戻り、パソコンやインターネットのサポート業務、ホームページ
作成や Twitter、Facebook の専門家として起業。
Twitter はこちらです➡http://twitter.com/iwakicity
Facebookはこちらです➡https://www.facebook.com/socialspeaker
ホームページはこちらです➡http://www.social-speaker.co.jp
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今
回
は
流
産
や
堕
胎
な

ど
地
上
の
個
的
存
在
と
し

て
の
生
活
を
壱
日
も
体
験

せ
ず
に
霊
界
に
や
っ
て
く

る
死
産
児
（
水
子
）
の
事

に
つ
い
て
記
し
て
み
ま

す
。
霊
界
通
信
に
よ
る
と

「
そ
う
い
う
子
供
は
眠
っ

た
侭
の
状
態
で
や
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
最
初
の
目
覚

め
は
地
上
で
の
誕
生
時
と

同
じ
過
程
な
の
で
す
が
、

只
地
上
の
空
気
を
吸
っ
た

り
、
光
を
見
た
り
、
音
を

聞
い
た
こ
と
も
無
く
、
要

す
る
に
股
間
の
ど
れ
一
つ

と
し
て
母
体
内
で
の
自
然

の
過
程
の
中
で
準
備
し
て

き
た
そ
の
本
来
の
形
で
使

用
さ
れ
た
こ
と
が
な
く
、

従
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
器
官

は
不
完
全
な
侭
な
の
で

す
。
そ
う
い
う
訳
で
水
子

と
し
て
霊
界
に
き
た
子
供

は
潜
在
的
に
は
地
上
的
素

質
は
具
え
て
い
て
も
、
経

験
的
に
は
そ
れ
が
欠
け
て

い
ま
す
。
こ
う
い
う
次
第

で
す
か
ら
自
然
な
発
育
を

す
る
よ
う
に
霊
的
感
覚
器

官
を
発
達
さ
せ
、
そ
れ
か

ら
霊
的
脳
髄
に
そ
の
器
官

か
ら
の
情
報
を
処
理
す
る

訓
練
を
さ
せ
て
や
ら
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
水
子
に
は

そ
れ
が
欠
け
て
お
り
ま
す

の
で
霊
界
で
そ
れ
を
こ
し

ら
え
て
や
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。（
水
子
の
世
話
に

当
た
る
専
門
霊
）
そ
れ
が

確
立
さ
え
す
れ
ば
、
あ
と

は
普
通
の
子
供
の
様
に
発

育
を
正
常
に
重
ね
て
い
く

だ
け
と
な
り
ま
す
。
育
児

の
段
階
で
水
子
と
地
上
の

両
親
の
間
、
特
に
母
親
と

の
間
に
は
特
殊
な
繋
が
り

が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
水

子
の
霊
的
身
体
と
地
上
の

母
親
の
霊
体
と
を
使
っ
て

欠
け
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の

器
官
を
完
成
さ
せ
て
い
く

の
で
す
。
以
上
の
話
か
ら

地
上
の
両
親
の
責
任
が
死

後
の
世
界
の
子
孫
に
と
っ

て
い
か
に
大
き
い
か
が
分

か
る
で
し
ょ
う
。
死
後
の

育
児
に
と
っ
て
も
地
上
の

両
親
と
の
接
触
が
必
要
な

の
で
す
。
地
上
の
血
縁
関

係
の
人
と
の
接
触
の
な
い

子
供
は
正
常
な
発
育
が
得

ら
れ
な
い
の
で
す
。
と
こ

ろ
が
子
供
が
安
全
に
生
育

す
る
段
階
に
至
ら
な
い
内

に
親
の
方
が
亡
く
な
り
霊

界
に
来
る
と
い
う
ケ
ー
ス

が
よ
く
あ
り
ま
す
。
そ
の

場
合
、
子
供
は
祈
り
を
頼

り
と
す
る
ほ
か
な
く
な
り

ま
す
。
子
供
の
方
で
は
母

親
を
認
識
し
て
お
り
、
母

親
の
気
付
か
な
い
う
ち
に

も
い
ろ
い
ろ
と
サ
ポ
ー
ト

し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
話

を
持
ち
出
す
の
は
、
わ
れ

わ
れ
か
ら
み
る
と
地
上
に

は
こ
う
し
た
水
子
の
問
題

に
お
い
て
母
性
が
持
つ
重

責
が
余
り
に
無
視
さ
れ
て

い
る
か
ら
な
の
で
す
」（
参

考
文
献
「
ベ
ー
ル
の
彼
方

の
生
活
」
潮
文
社
）。
こ

の
こ
と
か
ら
霊
界
で
水
子

は
地
上
の
母
親
の
体
を

使
っ
て
と
も
に
生
育
し
て

い
る
こ
と
を
認
識
し
て
い

た
だ
き
、
水
子
達
は
母
を

恨
む
ど
こ
ろ
か
、
い
つ
も

母
親
の
健
康
を
気
遣
い
見

守
っ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ

な
い
で
下
さ
い
。
常
に
水

子
に
思
い
を
馳
せ
、
母
性

愛
の
心
を
捧
げ
て
欲
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

ਫ
ࢠ
の
霊
の
ൃ
ҭ

úý

【プロフィル】
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「
数
々
の
神
秘
体
験
と
心
霊
と
の
出
会
い
」

「
数
々
の
神
秘
体
験
と
心
霊
と
の
出
会
い
」

心
霊「数

々
の
神
秘
体
験
と
心
霊
と
の
出
会
い
」

「
数
々
の
神
秘
体
験
と
心
霊
と
の
出
会
い
」

（
ス
ピ
リ
チ
ュア
リ
ズ
ム
）

の
世
界

お
題

「
天
」「
し
の
ぶ
」

天
空
で
Ӣ
੃
さ
え
ず
る
਌
৺

「
૥
の
ͻ
な
ௗ
を
֎
ఢ
か
Β
क
る
行
ҝ
・
਌
͝
こ
ろ
で
す
」

年
老
い
て
高
๬
み
せ
ず
た
だ
し
の
ぶ

「
な
り
ゆ
き
に
　
೚
せ
る
気
࣋
ち
も
ඞ
ཁ
で
す
」

（
ς
ỻ
さ
ん
・
68
歳
・
ۋ
）

願
い
ご
と
ເ
お
お
き
我
天
の
川

அ
ࣺ
཭
に
ࡏ
り
し
Ո
଒
友
を
偲
ぶ

「
ࣸ
ਅ
の
੔
ཧ
に
ख
間
औ
る
」（
エ
δ
リ
ồ
ϯ
・
��
歳
・
平
）

ϝ
ώ
カ
Ϧ
の
天
ぷ
ら
さ
く
り
ޙ
を
Ҿ
く

「
何
ඖ
で
も
৯
΂
れ
ま
す
」

物
ӄ
に
Ӆ
れ
忍
ん
で
َ
を
଴
つ

「
ଙ
を
୳
す
の
が
早
く
な
り
ま
し
た
」

（
ゆ
う
じ
い
・
71
歳
・
泉
）

人
は
օ
天
ੑ
࣋
っ
て
生
き
て
い
る

「
૪
い
や
ઓ
い
は
何
ނ
ʁ
　
޾
せ
は
ࣗ
෼
の
౒
ྗ
ӡ
は

ఱ
に
೚
せ
ま
し
Ỷ
う…

」

亡
き
夫
ࣣ
年
過
ぎ
て
も
し
の
ぶ

日
々
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ（
美
ل
・
81
歳
・
内
郷
）

ݱ
世
に
戦
ࢭ
め
Ζ
が
天
の
੠

「
ఱ
の
声
が
ະ
だ
聞
こ
え
ま
せ
ん
」

ਅ
夏
日
に
ϗ
ỽ
と
予
報
に
し
の
ぶ
Ӎ

（
佐
ٱ
間
޺
๜
・
7�
歳
・
南
୆
）

天
に
唾
す
れ
ば
我
が
਎
に
ഒ
ฦ
し

「
ٯ
࠘
み
さ
れ
て
は
た
ま
Β
な
い
」

母
ํ
の
祖
父
を
し
の
ん
で
࢛
ւ
೾

「
૆
父
が
近
ॴ
の
人
を
ू
Ί
教
え
て
い
ま
し
た
」

（
ݡ
治
࿠
・
83
歳
・
໪
དྷ
）

天
ڼ
ぎ
今
日
も
Ұ
日
ແ
事
ف
る

༮
গ
ظ
ૉ
৯
に
耐
え
て
忍
ぶ
日
々

（
੢
ࢁ
෢
༤
・
8�
歳
・
四
倉
）

̍
̌
̌
ࡀ
を
天
ण
と
ܾ
め
て
೑
৯
に

「
た
ん
ͺ
く
࣭
が
݈
康
長
ण
の
ݤ
で
ồ
す
」

し
の
び
会
う
恋
を
ɾɾ
̇
̇
は
カ
ラ

Φ
έ
໸
の
े
ീ
൪ớ
Φ
ϋ
ί
Ờで
す

「
し
の
び
ѭ
い
で
も
ܿ
ന
に
！
」（
̞
̨
̖
̤
・
84
歳
・
小
浜
）

天
േ
か
ҟ
ৗ
気
৅
の
こ
の
星
は

「
地
ٿ
の
ׯ
͹
つ
・
ߑ
ਫ
・
高
Թ
は
ࣗ
વ
を
ഁ
յ
し
た
േ

で
し
Ỷ
う
か
」

ご
先
祖
を
し
の
ん
で
Ո
଒
で
ุ
ࢀ
り

「
ᚨ
འ
盆
ձ
家
଒
ଗ
っ
て
͝
ઌ
૆
の
お
ุ
ࢀ
り
を
し
ま

す
」　
　
　
　
　
　
　
　
　（
中
野
ت
ٱ
・
��
歳
・
平
）

天
高
く
৺
に
ժ
吹
く
笑
顔
な
り

੠
ԕ
く
亡
母
を
し
の
ぶ
と
ڳ
೤
く

　
　
　
　
　
　
　（
新
妻
અ
子
・
86
歳
・
南
相
馬
市
）

天
と
地
の
ਆ
な
ん
と
か
し
て
よ
こ
の
地
ٿ

「
ઓ
૪
・
Թ
ஆ
Խ
・
ࣗ
વ
ࡂ
֐
ど
う
な
る
地
ٿ
」　
　
　

ञ
޷
き
の
亡
父
偲
ん
で
ҿ
Ή
ビ
ー
ル

「
お
父
さ
ん
　
ҿ
み
଍
り
な
か
っ
た
か
な
ʁ
」　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
ਂ
੉
あ
͚
み
・
6�
歳
・
四
倉
）
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お問い合せ
お申込みは

《平事務所》
いわき市ฏࢠೌࣈொø�ùø ὸ2��55��

　東北自動車共済代理所
一般社団法人いわき自家用自動車協会

0120-973-646

《本部事務所》
�いわき市内ڷ௲ொø�øúÿɹὸ2���521
《軽自動車事務所》
�いわき市த෦ஂۀ޻஍û�û�ὸ�2�0502

ࣗಈंอݥⓥⓥ ௚ݟ ·ͤ͠Μ ʁ͔ࣗಈंอݥⓥⓥ ௚ݟ ·ͤ͠Μ ʁ͔
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˔౦๺ࣗಈंڠࡁڞಉ૊߹ͱはʜ
౦๺ہۀ࢈ࡁܦのೝՄの΋と、ত࿨��೥ʹઃཱしͨࣗಈ
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000円のग़͕ۚࢿඞཁです。
˕͓ಘͳֻ͚ۚͰେきͳ҆৺
ɹ��౰૊߹は、૊߹һの૬ޓැॿのਫ਼ਆʹނࣄ͖ͮجʹΑΔ
ɹ� で、Ӧརを໨తۀࣄࡁڞతଛࣦをิてΜすΔͨΊのࡁܦ
�����としまͤΜからֻ͕ۚେมׂ҆です。
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ɹࡁڞ��のઐ໳৬һ͕౰ࣄ者ؒʹཱͪ、੣ҙを΋ͬてղܾʹ
�����͋ͨります。
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ɹ�શࠃど͜でނࣄを͜͞ىΕて΋҆৺です。ࣗಈंࡁڞの
ɹʮωοト໢ʯ͕ਝ଎なނࣄ処ཧをいͨします。౰૊߹を
ɹɹは͡Ί๺ւಓɾؔ౦ɾத෦ɾ੢೔ຊの̑ͭの૊߹͕ڠ
ɹɹྗし、͖Ίࡉ΍かなサーϏεʹ౒Ίています。
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磐
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☆
面
白
い
母
親
や
家
族
の
ち
ょ
っ
と
い
い
話
を

通
し
て
〝
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
（
心
の
能
力
）〞
を

描
く
ホ
ロ
ス
―
Ｋ
さ
ん
の
エ
ッ
セ
ー
を
連
載
し

ま
す
。

６
月
中
旬
、カ
レ
ン
ダ
ー
を
見
た
家
内
が
尋
ね
た
。

「
お
父
さ
ん
？

個
処
か
ら
の
〆
切
っ
て
い
つ
な

の
？
」「
な
ん
で
？
」「
月
末
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
い
っ
ぱ

い
だ
か
ら
！
」「
担
当
の
Ｓ
さ
ん
は
、少
し
遅
く
な
っ

て
も
い
い
よ
う
な
こ
と
言
っ
て
た
け
ど
、
つ
い
た

ち
〆
切
は
守
り
た
い
な
！
」
私
が
続
け
た
。
「
ヤ
バ

い
な
！
ぜ
ん
ぜ
ん
書
い
て
な
い
わ
！
何
書
く
べ
⁉
」

「
ク
ツ
の
こ
と
書
く
っ
て
言
っ
て
た
じ
ゃ
な
い
？
」

「
え
っ
？

ク
ツ
の
こ
と
？
」
「
ヤ
ダ
！

忘
れ
た

の
？
ま
っ
た
く
ぅ
！

こ
の
間
、
拾
っ
て
警
察
に
届

け
た
じ
ゃ
な
い
⁉
」「
あ
ぁ
！

あ
れ
な
！
」
▼
６

月
11
日
早
朝
、
常
磐
岩
ケ
岡
の
路
上
で
、
女
性
物
の

ス
ニ
ー
カ
ー
と
□
の
置
き
物
が
入
っ
た
ビ
ニ
ー
ル
袋

を
拾
っ
た
。
そ
の
日
は
忙
し
か
っ
た
の
で
、
翌
日
、

そ
れ
を
持
っ
て
、
い
わ
き
中
央
警
察
署
常
磐
分
庁
舎

に
行
っ
た
。
担
当
の
警
察
官
が
拾
っ
た
時
の
状
況
を

拾
得
物
件
預
り
書
に
記
入
し
た
。
「
持
ち
主
が
取
り

に
来
た
ら
Ｈ
さ
ん
（
私
の
名
前
）
に
お
礼
の
電
話
を

す
る
よ
う
に
伝
え
ま
す
ね
。
と
、
持
ち
主
が
現
れ
な

か
っ
た
時
に
は
、
Ｈ
さ
ん
に
貰
う
権
利
が
発
生
し
ま

す
が
ど
う
し
ま
す
か
？
」「
も
ら
い
ま
す
！
」
個
処

か
ら
を
活
用
し
て
持
ち
主
を
探
し
続
け
た
い
と
思
っ

た
私
が
即
答
し
た
。
▼
と
い
う
こ
と
で
①
手
提
げ

バ
ッ
グ
（
ピ
ン
ク
色
・
ビ
ニ
ー
ル
製
□
）
漢
字
１
文

字
>
の
柄
入
り
）
に
入
っ
た
②
ス
ニ
ー
カ
ー
（
灰
色
・

△
△
△
△
△
（
カ
タ
カ
ナ
５
文
字
・
23
㎝
）
③
○
○

○
○
○
（
ひ
ら
が
な
５
文
字
）
の
置
き
物
を
、
９
月

12
日
ま
で
は
い
わ
き
中
央
署
・
以
降
は
私
ど
も
で
保

管
し
て
い
ま
す
。
お
こ
こ
ろ
当
た
り
の
方
は
中
央
署

に
直
接
取
り
に
行
く
か
、
い
わ
き
民
報
社
に
ご
連
絡

下
さ
い
。
担
当
の
Ｓ
さ
ん
が
こ
こ
ろ
よ
く
私
に
取
り

次
い
で
く
れ
ま
す
。
い
い
成
り
行
き
に
導
か
れ
て
。

い
い
成
り
行
き
に
期
待

こ
の
だ
だ
っ
ぴ
ろ
い

　
　
　
い
わ
き
の
片
隅
で

〜
い
わ
き
の
ひ
と
〜
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 ・地元では法要の後お墓参りの時、万
　頭を供え帰る前に皆で食べます。元
　気でいられる様にと。
　　　　  （女性・70 歳・南相馬市）
 ・「いわき踊り」（男性・68 歳・中央台）
 ・いわきの伝統的な七夕祭りと盆踊
　り。　　　　　 （男性・90 歳・平）
 ・（我が家だけかも？）植物・標本な
　どを処分する時は“酒”“塩”“かつ

お節”を振りかけ、心の中で「ありが
　とう」という。 （女性・72歳・小名浜）
 ・正月のしめ飾りをつけること。
　　　　　　 （女性・54 歳・小名浜）
 ・内郷高野町にある鹿島神社のお祭
　りで行う「獅子舞」と「棒使い」（女性
　・66 歳･四倉､男性 ·60 歳･内郷）
 ・「やっぺおどり、盆踊り」
　　　　　　　　（女性・79 歳・常磐）

 ・「子供みこし、ジャンガラ、熊野神社
　チゴ踊り」　　（女性・70 歳・四倉）
 ・「じゃんがら念仏踊り」、内郷「いわ
　き回転やぐら」（女性・60 歳・内郷）
 ・五月の諏訪神社祭り、みこしも担ぎ
　手がなく、車でのお披露目。七夕の

流し踊りもおどり手がなく中止
　（？）とか…淋しく思います。
　　　　　　　（女性・76 歳・四倉）
 ・我が“新川町”には、大神宮という神
　社があり、夏休みに入る時“夏祭り”
　をします。「子供みこし」がだいぶ古
　いので見にきてほしいです。
　　　　　　　　 （男性・62 歳・平）
 ・立鉾神社の「稚児舞」。衣装もメイ
　クもそれはそれはかわいいんです。
　　　　　　　　　（女性・65 歳・平）
 ・「仏具山の上の空を見て明日の天気

　を知れ」です　　（男性・64 歳・錦）
 ・「七日帰り」　 （60 歳・女性・四倉）
 ・「平七夕」代表的な夏祭りで昔は賑
　わいがあった。もう一度賑わいをと
　り戻す為、市民で応援しよう。
　　　　　　　 （男性・79 歳・常磐）
 ・「七夕祭り」 （67 歳・女性・中央台）
・「鳥おい行事」（75 歳・女性・小名浜）
・「十九夜講」　 （65 歳・女性・四倉）
・地元・中田地区の八坂神社の夏の例
　祭「宵まつり、本祭り、神輿渡御」へ
　の参加（地域交流）。助け合うための
　人と人とのつながりをつくる役割
　もあります。　　（男性・68 歳・錦）

 ・いわきはやっぱり「じゃんがら」で
　しょうか。もう 45 年程前、中学校

の体育祭で踊ったのを覚えていま
　す。　　　　 （女性・59 歳・泉ケ丘）
 ・旧暦のお盆に太鼓と鉦のリズムに
　合わせ、時には激しく、時には厳か
　に亡くなった方の霊を慰める念仏
　踊り。私は大好きです。
　　　　　　（女性・75 歳・小名浜）
 ・たいこのリズム、そしておどりが
　すばらしい。地域の保存会の方
　がやっている所があり、小学生
　に代々、教えている。ぜひそれを続
　けてほしい。　　 （女性・64 歳・平）
 ・お盆には欠かせない風習です。
　　　　　　　　（女性・61 歳・平）
 ・いわき市を中心に伝承する郷土芸
　能。　　　　　（女性・60 歳・好間）
 ・あの音色を聞くと、お盆を感じら
　れます！１０年前実妹の新盆の時
　に録音したＣＤを持って埼玉まで
　出かけたことを忘れられません。
　　　　　　　 （女性・72 歳・内郷）

 ・今は地域の青年会などであまりや
　りたくないと思う方もいるかもし
　れませんが、今後もずっと続いて
　いってほしいです。私は子供の頃
　に父を亡くして、お盆にじゃんが
　らを見て、まさに父が近くに帰っ
　て来てくれていると感じる不思議
　な感覚を持ちました。それ以後毎
　年いろんな所で見ると何とも言え
　ない感慨深いものがあります。　 
　　　　　　（女性・48 歳・小名浜）
 ・新盆の家にまわり、新盆の方の供
　養をする行事です。女じゃんがら
　も存在するところもあります。夏
　の風物詩です。 （女性・68 歳・金山）

ˑҎԼɺͦ ͷ΄͔ͷ͓ศΓͰ͢ɻ
 ・日々進歩する中で、なぜか生きづ
　らくなっている様な気が。国内ば
　かりでなく、世界にはばたこうと

している若者達すばらしいです
　が、必ず、そのまわりにはささえて
　くれる人がいることを忘れなく。
　　　　　　（女性・68 歳・山田町）
 ・平下高久地区に伝わる「三匹獅子
　舞」コロナの影響で中止していた
　が継承する若者が減り、果たして

　今年再開できるのか心配。　　　　　
　　　　　　　　　（女性・64　歳・平）
 ・８月１３日の墓参り後の夕方に、
　自宅の庭で火を焚き御先祖様をお
　迎えする「迎え火」と、15 日に御先
　祖様をお送りする「送り火」の習慣
　を残したい。最近、行っていないお
　家が増えているかなあと思いま　
　す。　　　　 （女性・74 歳・内郷）
 ・「鳥小屋」　　  （女性・73 歳・平）
 ・小名浜にある住吉神社の「流鏑馬」
　　　　　　（女性・55 歳・小名浜）
 ・四倉でかつて行われてきた「火打
　ち合い」を伝統行事として復活さ
　せたいです。火のついた薪を投げ
　合う風習は、多くの観光客を呼び
　込むことが期待できます。
　　　　　 （男性・68 歳・自由ケ丘）

☆最も多くの方から「じゃんがら念
　仏踊り」とのお便りをいただきま
　した。以下、理由を添えて下さっ
　た方々のコメントを紹介します。
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　す。　　　　 （女性・74 歳・内郷）
 ・「鳥小屋」　　  （女性・73 歳・平）
 ・小名浜にある住吉神社の「流鏑馬」
　　　　　　（女性・55 歳・小名浜）
 ・四倉でかつて行われてきた「火打
　ち合い」を伝統行事として復活さ
　せたいです。火のついた薪を投げ
　合う風習は、多くの観光客を呼び
　込むことが期待できます。
　　　　　 （男性・68 歳・自由ケ丘）

☆最も多くの方から「じゃんがら念
　仏踊り」とのお便りをいただきま
　した。以下、理由を添えて下さっ
　た方々のコメントを紹介します。

ʲݸॲ͔Β �rSelection

͍Θきͷඒ৯ॲ・؁ຯॲΛ঺հʂ

は、
べて、

んで!!
食

飲 
おいしい食事で
『夏』を乗り切ろう夏夏

ご
宴
会
プ
ラ
ン

　
　好
評
受
付
中
！

いわき市ฏࣈૡ௤খ࿏1�の1�
0120���1���
11��0 ʙ 1��00ʢ-0ʣ
1��00 ʙ 21�00ʢ-0ʣ
೔༵೔ʢ༧໿͕͋Ε͹Ӧ業し·͢ʣ

Ӧ
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ٳ

5FM

いわきӺ

駅
前
大
通
り

レ
ン
ガ
通
り

ˡ಺ڷ

ਗ਼ਫ
ҩӃ

＋1,980円　2時間！飲み放題
��˞શて੫ࠐみͱなります�

海 શ̒ ඼４,４００円
コース　      ��໊Ҏ্ʹΑΓҿみ์୊Մ

鮮 શ̓ ඼４,95０円
コース　      ໊̑Ҏ্ʹΑΓҿみ์୊Մ

旬 શ̓ ඼ 5   ,50０円
コース　      ໊̑Ҏ্ʹΑΓҿみ์୊Մ

彩 શ̔ ඼ 6   ,60０円
コース　      ໊̑Ҏ্ʹΑΓҿみ์୊Մ

　とんかつ、フライなどの揚げ物を
はじめ、焼肉定食 1,300 円（税込み）
が人気を集めている。柔らかく大ぶ
りの国産豚肉を使用し、肉に絡む自
家製の生姜風味の甘辛いたれはご飯
が進み、食欲が落ちる暑い夏でもぺ
ろりと食べられる。ご飯、味噌汁、
漬物が付きボリューム満点の１品だ。 

焼
肉
定
食
が
大
好
評
！

焼
肉
定
食
が
大
好
評
！
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駅
前
大
通
り

ϥトϒ
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·ͪポϨ
いわき
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Ӧ
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5FM

いわきӺ

駅
前
大
通
り

いわき市ฏాࣈொ2��ాொϏル�̛
02���2������
1��00ʙ2��00
೔༵೔ɾॕ೔

夏
の
サ
マ
ー
カ
ク
テ
ル
は
い
か
が
？

ٳ ৗཅۜߦ

銀
座
通
り

レ
ン
ガ
通
り

　　　 トϤタ
　ϨンタϦース

バーラウンジ　ガスライト

　積み重ねられた時、成熟した
空間、老舗ならではの空間の贅
に酔う。夏向けの冷たい白ワイン、
スパークリングワイン、モヒート、
トロピカルカクテルなど種類豊富
に取り揃えている。

和風居酒屋ダイニング

いわき市ฏࣈനۜொ̎�10
02����1��1��
1��00ʙ2��00ʢ໷Ӧ業ʣ
݄༵೔

Ӧ

ॅ

ٳ

5FM

いわきӺ

駅
前
大
通
り

ϥトϒ

໷໌͚
市৔

ަ൪

·ͪポϨ
いわき

ぎ
ん
亭

「ＫＩＮＫＡ ＢＲＯＳ．」こと、押田昇
治郎 、将利兄弟が自信を持った品々を
提供する創作和食の店。いわき市平字
白銀町の夜明け市場で、多くの支持を
得ている。日本酒やウイスキーも各種
銘柄を取り揃えており、予約による宴
会なども受け付けている。
　テイクアウトや週末を中心にランチ
営業も行っており、詳しくはツイッター
アカウント @KINKA31258885 を参照
すればよい。
　また飲食イベント「秋の喰酒祭」の
主催者でもあり、今年もいわき市・平
中央公園（いわき芸術文化交流館「ア
リオス」隣り）で、10 月 13～ 15日に開
催を予定している。

いわき市ฏࣈೆொ���̐
kiki0�0�2�
12�00ʙ1��00ʢ౔༵ʣ
12�00ʙ1��00ʢ೔༵ʣ

Ӧ

ॅ いわきӺ

駅
前
大
通
り

ϥトϒ

ަ൪

෱ౡۜߦ

　１つ１つ想いを込めて、手作りにこ
だわった商品作りがモットーの「ＫＩ
ＫＩ」。国産小麦、発酵バターを使用し
ており、鮮度と熟成お菓子の美味しさ
を届けるお店として、隠れた人気を集
めている。このたびオープン１周年を
迎えました。

こ
だ
わ
り
の
逸
品

甘いのも
いいよね

♪
今宵の１杯目は何にしようか？

うまい飯で暑さに勝つ！

き
ょ
う
の
お
通
し
は
何
か
な
？

̍ͭ̍ͭ૝͍ΛࠐΊͯ

૲໺ˠ
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ฏࢠਖ਼ࢠさΜ（小名浜在住）
ֆखࢴςΟʔϫϯ

ֆखࢴ
　εέον逢いたくて逢いたくて逢いたくて

ͯʹࣉৗ෱ࢣീेീέॴΊ͙りɾᮟՀҪባༀࠃ࢛
ʵ1�ʵ

墨と水の世界墨と水の世界
ਫ๽ըࢣߨࣨڭɹԂ෦ᒇҰʢ২ాொॅࡏʣ

　我が家は家中が手すりだらけになっている。 妻の歩行の

補助のために福祉関連の業者の方に付けて貰った物である。

なかなか決断するまでは時間がかかったが、いざ付けてみる

とかなり便利なものだ。 入浴介助の器具などは、今までの

労力の半分で済む。大変有難いと思う。 入浴で思い出した

が､ 昔、父が入浴中に倒れたことがあって、私が風呂場から

部屋へ抱いて運んだ。あの働き者の父がこんなに軽くなって

しまったのかと涙を流したことがあった。 父が亡くなる少

し前だから 70 歳の頃だ。今、80 歳の家内を抱き上げると、

その頃よりもかなり重く感じる。 私の力が無くなったのが

原因であろうが、これからは、福祉用具のお世話になるのが

一番であるとつくづく思った。

佰
弐
拾
七

福
祉
用
具

　
　
　
湖

畔

ʮ·ご͜ Ζڭशʯであなたのೖߍお଴ͪ͠ ͯい·すʂ
いわき市খ໊඿ࣈ෋Ԭ1޲��

5FM�0���-��-��10 'BY�0���-9�-�18�
IUUQ���XXX�POBIBNB-ESJWFST�DP�KQ�খ໊඿ࣗಈंֶߍ いわき民報社 販売部

TEL0246（38）7171  FAX0246（38）7159
http://www.iwaki-minpo.co.jp  E-mail:adv@iwaki-minpo.co.jp

いわき民報ご購読についての
お問い合わせ、お申し込みは

いわき市内の情報が満載!! を購読しませんか?
●タブロイド判
●日曜日・休刊日以外毎日発行
●購読料：月額2,150円（税込）

1週間無料で、試読紙を配達します

いわきの病院
　　　　医院 福祉施設

σΠαʔϏεηϯλʔ
γϣʔτεςΠ
ॴۀࣄԉࢧޢ୐հډ
Ήͭみ保ҭॴ

ಛผཆޢ࿝ਓϗʔϜ
͍Θ͞き૳

ࣾձ෱ࢱ๏ਓ    いわき厚生会
΍͞ ͍͠ ৺ɹ͋ͨͨ ͔͍खɹ͋;ΕΔসإ

いわきࢢৗ൬্౬௕୩ொ্ϊ୆����  5&-ʢ����ʣ�������
'"9ʢ����ʣ�������

ҩྍ๏ਓࣾஂल ༑ ձ
ઃೖॴ��������˔௨ॴϦϋϏϦςーγϣϯࢪ˔
˔γϣーτεςΠ�˔訪問ϦϋϏϦςーγϣϯ

౳のサーϏεをঝͬて͓ります
看・介護職員
募集中

հޢ࿝ਓอ݈ࢪઃ

☎0246-43-6116 FAX43-6118
Ā˟þùôÿúùý�いわき市ৗ൬౻ݪொେാøúôø αϯϥイϑΏ΋ͱ ࡧݕ

医療
法人酒 井 医 院

ʲ਍ྍ࣌間  r平೔�".9�00ʙ1.6�00  ༵ۚ೔�".9�00ʙ1.7�00
ʲٳ　　਍ ೔r༵ŋॕ೔ɾ౔༵೔ޙޕ

☎0246-23-1055
෱ౡݝいわき市平字ೆ町12　̡ றं৔׬උʳ

಺ՊɾثٵݺՊ ୐๚໰਍ྍԠ͡ますࡏ

（順不同）

ΈまͤΜかʁͯͬࡌॲ͔ΒΈͳ͞Μɺ　　　  ʹɺݸ
　編集室では、読者のみなさまから川柳や写真、エッセーなどを募り、ともに紙面を作っていければと考えております。みなさまの趣味や思いなどが紙面に載ることで、
他の読者のみなさまが共感したり何かを始めるきっかけになったり…そんな『個処から』を目指していきたいと考えております。

1ɽ઒༄ʜࠓճͷ͓୊͸ɺ「雲」「湧く」。
�ɽh Β͔ࠒͲ΋ͷࢠͷๅ෺ʱγϦʔζ ʜࢲ
ɹɹେࣄʹし͍ͯΔ෺ɺϖοτ΍ଙɺࢠͲ΋ͨ
ɹɹͪɺԞ͞Μɺ୴ಹ͞Μɺఉɺ࡞඼ͳͲɺみ
ɹɹͳ͞Μͷๅ෺Λɺͦͷը૾ͱઆ໌จʢ100
ɹɹࣈఔ౓ʣΛఴ͑ͯɺͥͻ͝঺հ͍ͩ͘͞ɻ

�ɽΤοηʔʜ೔ࠒɺԿؾͳͨ͘͜͡ײͱ΍ɺ
ɹɹͥͻ఻͍͑ͨ͜ͱͳͲɻ

ɾࡌܝͷՄ൱͸౰ฤूࣨʹͯ൑அし·͢ɻ
ɾ௖͍ͨ৘ใ͸౰ϑϦʔϖʔύʔh ॲ͔Βݸ Ͱɦ
ɹͷみ࢖༻し·͢ɻ
ɾϖϯωʔϜΛر๬͢Δਓ͸ɺϖϯωʔϜ΋ఴ
ɹ͍͑ͯͩ͘͞ɻ
ɾ場߹ʹΑͬͯ͸ɺ౰ฤूࣨΑΓऔࡐͷ͝࿈བྷ
ɹΛ͍ͤͯͨͩ͘͜͞ͱ΋͋Γ·͢ɻ
ˑߘد͸ɺ༣ૹ͔ϝʔϧɺ࣋ࢀͰड͚෇͚͓ͯ
ɹΓ·͢ɻͥͻɺ͓͍ͩͤ͘͞دɻ

͓໰͍߹Θͤ
☎0246（38）7171
E-MAIL news.koko_

　　　　　　　　@iwaki-minpo.co.jp
　〒971ʖ８１３１
　いわき市常磐上矢田町叶作13-3
　　いわき民報社「個処から」編集室

こ 　　  ここ 　　  こ
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編集ʗ個処から編集室　               　ൃߦʗいわき民報社
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す
。

11

〜
療
法

は

エ

ネ

ル

ギ
ー
や
栄
養

素
を
管
理
す

る
治
療
法
。

12

睡
眠
不

足
に
な
る
と

目
の
下
に
出

ま
す
ね
。

13

味
覚
は

こ
の
部
分
で

感
じ
取
り
ま

す
。

16

タ

ロ

〜
、

コ

ン

ニ
ャ
ク
〜
、

サ
ツ
マ
〜
。

17

ヒ
ノ
キ

と
共
に
花
粉

４

納
豆
の
産
地
と
し
て

知
ら
れ
る
茨
城
県
の
県
庁

所
在
地
。

５

が
ん
は
〜
発
見
が
大

切
で
す
ね
。

７

昔
は
こ
こ
か
ら
く
ん

だ
水
を
生
活
用
水
に
使
い

ま
し
た
。

９

〜
器
は
心
音
や
肺
の

音
な
ど
を
聞
く
器
具
で

症
の
原
因
と
し
て
知
ら
れ

る
樹
木
。

◉
ヨ
コ
の
カ
ギ

１

換
気
不
足
で
の
燃
焼

は
〜
炭
素
中
毒
の
心
配
が

あ
り
ま
す
。

４

大
豆
が
原
料
の
発
酵

食
品
。
信
州
〜
、八
丁
〜
。

６

腐
敗
を
防
ぐ
た
め
に

凍
ら
せ
る
こ
と
。〜
食
品
、

〜
保
存
。

８

ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の

一
種
。
植
物
色
素
の
総
称

で
す
。

10

曲
が
っ
た
腰
と
ひ
げ

が
由
来
。
縁
起
の
良
い
海

産
物
。

11

飲
酒
と
女
性
遊
び
を

意
味
す
る
言
葉
。
〜
に
お

ぼ
れ
る
。

13

こ
と
わ
ざ
。
〜
の
虫

◉
タ
テ
の
カ
ギ

１

「
流
行
性
感
冒
」
と

も
い
わ
れ
る
感
染
症
で

す
。

２

人
体
に
は
約
60
兆
個

も
あ
る
と
か
。
〜
核
、
〜

分
裂
。

３

年
を
取
る
と
出
て
く

る
体
の
に
お
い
。
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を
殺
し
て
大
の
虫
を
助
け

る
。

14

仕
事
率
の
単
位
に
使

わ
れ
て
い
る
動
物
は
？

15

自
身
の
家
に
い
る
こ

と
。
〜
ケ
ア
、
〜
勤
務
。

17

世
界
的
に
知
ら
れ
る

代
表
的
な
日
本
食
で
す
。

18

ラ
ン
ニ
ン
グ
よ
り
も

ゆ
っ
く
り
走
る
有
酸
素
運

動
。

今
回
の
ク
イ
ズ
は
ク
ロ

ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
で
す
。

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

  

ま
た
、
正
解
者
の
中
か

ら
３
人
に
、
い
わ
き
民
報

社
提
供
の
「
図
書
カ
ー
ド

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
（
１
０
０
０
円

７
月
号
の

　
　

当
選
者

木
田
真
弓
さ
ん
（
泉
ケ

丘
）、國
枝
正
博
さ
ん
（
自

由
ケ
丘
）
柴
田
千
津
子
さ

ん
（
相
馬
市
）

分
）」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。

  

図
書
カ
ー
ド
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ

は
全
国
の
取
り
扱
い
書
店

で
使
用
で
き
る
プ
リ
ペ
イ

ド
カ
ー
ド
で
す
。
希
望
者

は
、
は
が
き
に
①
ク
イ
ズ

の
答
え
②
ア
ン
ケ
ー
ト

「
シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ー
ク
に

し
た
い
こ
と
」
ま

た
は
「
敬
老
の
日

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
」

へ
の
回
答
③
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
を
明
記

し
、
８
月
10
日
必

着
（
到
着
ま
で
に

日
数
が
か
か
り
ま

す
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
）
で
編
集
室

（
下
記
参
照
）
へ
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

「
図
書
カ
ー
ド（
千
円
分
）」

ク
イ
ズ
＆
プ
レ
ゼ
ン
ト

い
わ
き
民
報
社
提
供

�໊༷

※
ご
応
募
い
た
だ
い
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
や
イ
ラ
ス

ト
、写
真
な
ど
の
作
品
は
、

い
わ
き
民
報
本
紙
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

〈

前

回

の

答

え

〉

シ
ヨ
ウ

キ
ヨ
ク

ノ

ン
カ
フ
エ
イ
ン ブ

ジ
ド
ウ

ヨウ

ク
シ
ヤ

ミ

フ
ミ
ン

ヨ

ボ

ノ
ウ

ク

ビ

ウ

ゲ

グ チ

ユ
ウド

リン ジ
クセン

ツ
シカ

ユ

イ
エ
ン

ヨク

ジサユ

�݄̔ͷいΘ͖ࢢ಺֗಄݂ݙ༧ఆ�

問͍߹Θͤɹ෱ౡݝ੺े݂ࣈӷηϯλー͍Θきग़ுॴɹ����ʢ��ʣ����

※いわき血液センターの献血受付
 【400㍉㍑献血基準】男性17～69歳、女性18～69歳でともに体重50㌔以上
　毎週火、木、土曜日（祝祭日含む）時間は9:00～11:30、12:45～16:30（全血献血は17:00まで）

���೔� 10：00～11：30  13：00～16：30
              いわき市役所
��೔����９：30～11：30  13：00～16：00
             イオンいわき店
��೔� 10：00～11：30  13：00～16：00  
     イオンモールいわき小名浜

��೔ 10：00～11：30  13：00～16：00　
              マルト草野店
��೔ ９：00～11：00  いわき市保健所
          13：00～16：30 県いわき合同庁舎

��೔� 10：00～11：30  13：00～16：30
              いわき市役所
��೔ 11：15～13：00  高久公民館
 14：45～16：00  ヨークベニマル谷川瀬店
��೔ 14：30～16：30  ㈱共立駐車場
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１
日
、
１
日
を
新
た
な
気
持
ち

で
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
昨
日
の

こ
と
、
過
去
の
こ
と
は
全
て
水
に
流
し
て
。
気
持
ち
が
一
新
す
れ
ば
、

新
た
な
流
れ
が
や
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
は
、
あ
な
た
が
願
っ
て
い
た
流

れ
で
す
。◇
開
運
の
鍵
：
天
気
が
穏
や
か
な
休
日
は
川
遊
び
を
す
る

行
き
詰
ま
っ
た
ら
新
た
な
地
平

を
開
拓
し
ま
し
ょ
う
！
同
じ
と

こ
ろ
で
が
ん
ば
っ
て
き
て
、
こ
れ
ま
で
何
も
変
わ
ら
な
い
な
ら
、
変
え

る
勇
気
を
持
つ
の
で
す
。
試
行
錯
誤
が
功
を
奏
し
て
、
少
し
ず
つ
変
化

が
あ
る
で
し
ょ
う
。
◇
開
運
の
鍵
：
海
に
昇
る
朝
日
を
見
る

限
界
突
破
の
運
気
で
す
！
自
分

の
限
界
を
自
分
で
決
め
ず
、
ど

ん
ど
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
っ
て
。
実
力
も
経
験
値
も
上
が
っ
て
い
っ

て
、
下
剋
上
も
あ
り
そ
う
。
精
神
的
に
疲
れ
た
時
は
全
く
違
う
分
野
で

遊
び
ま
し
ょ
う
。
◇
開
運
の
鍵
：
朝
に
赤
い
マ
グ
カ
ッ
プ
を
使
う

好
き
な
道
を
極
め
ま
し
ょ
う
。

本
当
に
好
き
な
ら
こ
と
な
ら
、

努
力
も
努
力
と
は
感
じ
ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
楽
し
い
と
感
じ
る

で
し
ょ
う
。
楽
し
ん
で
の
め
り
込
ん
で
い
る
う
ち
に
、
ど
ん
ど
ん
上
達

す
る
は
ず
で
す
。
◇
開
運
の
鍵
：
夜
は
好
き
な
分
野
の
本
を
読
む

光
の
中
を
歩
み
ま
し
ょ
う
。
そ

の
た
め
に
、
心
も
光
で
満
た
す

の
で
す
。
恨
み
や
妬
み
は
過
去
に
置
き
、
心
機
一
転
進
み
ま
し
ょ
う
。

未
来
の
あ
な
た
は
、
た
く
さ
ん
の
人
々
と
一
緒
に
笑
顔
で
笑
っ
て
い
る

で
し
ょ
う
。
◇
開
運
の
鍵
：
爽
や
か
な
グ
リ
ー
ン
の
シ
ャ
ツ
を
着
る

失
敗
や
挫
折
を
経
験
し
て
も
、

そ
れ
で
終
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
は
成
功
の
た
め
の
学
び
な
の
で
す
。
大
切
な
の
は
何
を
学
ん

だ
の
か
ふ
り
か
え
る
こ
と
。
た
く
さ
ん
の
学
び
に
気
づ
く
で
し
ょ
う
。
◇

開
運
の
鍵
：
午
後
の
お
茶
タ
イ
ム
に
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
音
楽
を
流
す

実
り
の
予
感
が
す
る
運
気
。
今

ま
で
に
な
い
強
い
手
応
え
を
感

じ
そ
う
。
こ
れ
を
大
き
な
実
り
に
結
び
つ
け
る
に
は
、
こ
れ
ま
で
通
り

継
続
を
。
と
は
い
え
、
無
理
は
禁
物
で
す
。
焦
ら
ず
、
休
み
な
が
ら
進

み
ま
し
ょ
う
。
◇
開
運
の
鍵
：
涼
し
い
カ
フ
ェ
で
本
を
読
む

豊
か
さ
は
求
め
る
の
で
は
な
く
、

感
じ
ま
し
ょ
う
。
本
当
の
豊
か

さ
と
は
物
で
は
な
く
て
、
ゆ
っ
た
り
し
た
時
間
の
中
で
感
じ
る
も
の
で

す
。
あ
く
せ
く
過
ご
す
日
々
に
こ
そ
、
ゆ
っ
た
り
過
ご
す
時
間
を
作
っ

て
。
◇
開
運
の
鍵
：
何
年
も
使
っ
て
い
な
い
物
を
処
分
す
る

答
え
を
出
さ
な
く
て
は
い
け
な

い
時
は
、
落
ち
着
い
て
自
分
の

置
か
れ
た
状
況
を
考
え
て
。
そ
し
て
、
信
頼
で
き
る
人
の
意
見
を
聞
き

ま
し
ょ
う
。
考
え
が
徐
々
に
ま
と
ま
っ
て
、
納
得
の
い
く
決
断
が
で
き

る
は
ず
。
◇
開
運
の
鍵
：
食
事
は
よ
く
噛
ん
で
じ
っ
く
り
味
わ
う

過
去
に
し
が
み
つ
か
ず
、
未
来

を
案
ず
る
の
も
や
め
て
、
た
だ

今
を
生
き
る
の
で
す
。
す
る
と
、
今
こ
の
時
に
精
神
と
肉
体
の
全
て
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
集
中
し
ま
す
。
そ
の
膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
な
た
の

人
生
を
変
え
る
の
で
す
。
◇
幸
運
の
鍵
：
鏡
の
中
の
自
分
を
見
る

思
い
通
り
に
い
か
な
い
時
は
、

一
旦
様
子
を
見
る
こ
と
に
し
て
。

な
ぜ
な
ら
、
全
て
の
問
題
は
当
事
者
同
士
の
考
え
次
第
。
そ
し
て
、
そ

の
考
え
は
時
間
が
経
て
ば
変
わ
る
も
の
。
だ
か
ら
、
焦
ら
ず
時
間
を
か

け
て
。
◇
幸
運
の
鍵
：
家
族
と
昔
の
ア
ル
バ
ム
を
見
な
が
ら
話
す

原
点
回
帰
の
運
気
で
す
。
物
事

が
う
ま
く
い
か
な
い
の
な
ら
、

初
心
を
思
い
出
し
て
み
て
。
初
心
か
ら
逸
れ
て
い
の
た
ら
、
こ
こ
で
軌

道
修
正
を
。
す
る
と
、
進
む
べ
き
道
が
目
の
前
に
、
真
っ
直
ぐ
に
見
え

て
く
る
で
し
ょ
う
。
◇
幸
運
の
鍵
：
週
末
の
夜
を
一
人
で
過
ご
す

猿

田

彦

神

（
さ
る
た
ひ
こ
の
か
み
）

瓊

瓊

杵

尊

（
に
に
ぎ
の
み
こ
と
）

須
佐
之
男
命

（
す
さ
の
お
の
み
こ
と
）

綿

津

見

神

（
わ
た
つ
み
の
か
み
）

天
照
大
御
神

（
あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み
）

豊

玉

姫

（
と
よ
た
め
ひ
め
）

少

彦

名

命

（
す
く
な
び
こ
な
の
み
こ
と
）

大

国

主

命

（
お
お
く
に
ぬ
し
の
み
こ
と
）

弥

勒

菩

薩

（
み
ろ
く
ぼ
さ
つ
）

達

磨

大

師

（
だ
る
ま
だ
い
し
）

罔

象

女

神

（
み
つ
は
の
め
の
か
み
）

天
之
御
中
主
神

（
あ
め
の
み
な
か
ぬ
し
の
か
み
）




